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長谷川修一（はせがわ・しゅういち）
1971 年生まれ。立教大学文学部教授。筑波大学大学院博士課程単位取
得退学。テル・アヴィヴ大学大学院ユダヤ史学科博士課程修了。専門は
オリエント史、旧約学、西アジア考古学。著書に『聖書考古学』『旧約
聖書の謎』（中公新書）、『ヴィジュアル BOOK 旧約聖書の世界と時代』（日
本キリスト教団出版局）、『歴史学者と読む高校世界史』（共編著、筑摩
書房）、『謎解き聖書物語』（筑摩書房）、『旧約聖書〈戦い〉の書物』（慶
應義塾大学出版会）など。

8
月
26
日
発
売

遺
跡
が
語
る
聖
書
の
世
界

長
谷
川
修
一
著�

◆
四
六
判
・
３
２
０
頁
・
定
価
２
２
０
０
円

モ
ノ
か
ら
見
え
て
く
る
暮
ら
し
と
社
会
の
実
相

聖
書
の
世
界
の
人
々
は
、
ど
ん
な
住
ま
い
に
住
み
、
い
か
な
る
食
生
活
を
送
り
、
何
を
着
て

装
っ
て
い
た
の
か
？
　
ま
た
彼
ら
が
使
っ
て
い
た
貨
幣
や
暦
は
？
　
戦
争
で
は
ど
ん
な
武
器

を
使
っ
て
い
た
の
か
？
　
聖
書
考
古
学
の
第
一
人
者
が
、
古
代
の
人
々
の
暮
ら
し
と
社
会
を

め
ぐ
る
興
味
尽
き
な
い
テ
ー
マ
を
楽
し
く
解
説
。
聖
書
の
読
み
方
が
い
ち
だ
ん
と
深
く
な
る
。
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話題の新刊

正教の道
キリスト教正統の信仰と生き方
主教カリストス・ウェア著／松島雄一訳
現代人のための信仰案内として古典的定番の待望の邦訳。正教の教えを
簡潔に説き、古代の教父、現代の著作家、正教の祈祷文から豊富な引用
を行い、その霊性の広さと深さを具体的に伝える。�◆四六判・定価 2530 円

● 5 月刊行

逢坂元吉郎
鵜沼裕子著� ◆四六判・定価 2420 円

壮年期は宗教ジャーナリストとして健筆をふるうが、国粋主義的な宗
教団体から受けた暴行による大患を機に、後半期は独自の教会論や聖
餐論を展開した逢坂。日本キリスト教史上に異彩を放ちつつも、大勢
からは顧みられることの少なかったこの人物の生涯と思想。

● 4 月刊行

100 年前のパンデミック
日本のキリスト教はスペイン風邪とどう向き合ったか
富坂キリスト教センター編　各教派や学校の機関紙誌、また
教界指導者たちの日記を徹底的に読み込み、当時のキリスト者が、スペ
イン風邪についてどのように考えていたのか、また教会としてどのよう
な取り組みをしていたのかを探った共同研究。� ◆A5判・定価 1650 円

● 6 月刊行

組織神学 第三巻
ヴォルフハルト・パネンベルク著／佐々木勝彦訳
パネンベルクの主著、全 3巻。キリスト教の真理要求を保持しつつ、歴
史的省察と体系的省察とを結合し貫徹しようとする批判的・方法的意識
に貫かれた叙述。第三巻は、終末論的な賜物として霊に関する教理の中
で、教会論が徹底的に詳論、展開される。� ◆A5判・定価 13200 円

● 5 月刊行



8 月以降の出版予定から

● 4 月に出た本と雑誌

奥
田
知
志
著

コ
ロ
ナ
の
時
代
に
聖
書
を
読
む
【
仮
題
】

２
０
２
０
年
の
イ
ー
ス
タ
ー
礼
拝
か
ら
始
ま
っ
た「
コ
ロ
ナ
禍
で
聖
書
を
読
む
」連
続
説
教
。

Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ
で
配
信
さ
れ
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
15
回
の
説
教
を
収
録
。
人
々
の
間
を

分
断
す
る
大
き
な
壁
に
、
福
音
の
言
葉
が
穴
を
穿
つ
。�

四
六
判
・
予
価
１
９
８
０
円

ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ァ
ン
著
／
森
川
甫
訳

共
観
福
音
書
註
解
　
下

マ
タ
イ・マ
ル
コ・ル
カ
の
三
福
音
書
を
対
観
し
な
が
ら
記
さ
れ
た
註
解
書
。
福
音
書
の
「
調

和
」
を
見
出
そ
う
と
す
る
改
革
者
の
情
熱
。
上
巻
の
刊
行
か
ら
36
年
ぶ
り
の
邦
訳
完
結

と
な
る
。�

Ａ
５
判
・
予
価
８
５
０
０
円

ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
リ
ュ
ー
ル
著
／
新
教
出
版
社
編
集
部
訳

ア
ナ
キ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
立
場
か
ら
鋭
利
な
技
術
社
会
批
判
を
行
っ
た
著
者
の
、
晩
年
の
最

重
要
著
作
。「
人
間
性
を
擁
護
す
る
唯
一に
し
て
最
後
の
防
衛
手
段
と
し
て
ア
ナ
ー
キ
ー

を
肯
定
す
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
主
張
す
る
。�

四
六
判
・
予
価
２
７
５
０
円

原
口
尚
彰
著

ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
　
下
巻

デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
書
簡
と
い
う
文
脈
に
置
き
直
し
、
編
集
史
的
観
点
と
共
に
修
辞
学
的
＝

書
簡
論
的
分
析
を
通
し
て
、
著
者
と
読
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
中
で
い
か
な
る
メッ

セ
ー
ジ
が
や
り
取
り
さ
れ
た
か
を
精
緻
に
解
明
す
る
。�

Ａ
５
判
・
予
価
５
０
０
０
円

目
は
か
す
ま
ず
気
力
は
失
せ
ず

関
田
寛
雄
著
　
講
演
・
論
考
・
説
教

著
者
は
牧
師
と
し
て
常
に
差
別
さ
れ
る

人
た
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
教
会
を
形

成
し
、
実
践
神
学
者
・
教
育
者
と
し
て

多
く
の
説
教
者
・
牧
会
者
の
育
成
に
努

め
て
き
た
。
本
書
は
、
40
余
年
の
間
に

語
ら
れ
た
47
編
の
講
演
・
論
考
・
説
教
を
収
録
。
93
歳
に
な
る

著
者
を
現
役
の
牧
会
者
・
説
教
者
・
神
学
者
と
し
て
生
か
し
め

る
福
音
の
核
心
を
、
余
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
る
。

�

◆
四
六
判
・
定
価
２
２
０
０
円

テ
モ
テ
・
テ
ト
ス
・
フ
ィ
レ
モ
ン
書

カ
ル
ヴ
ァ
ン
新
約
聖
書
註
解
Ⅻ
　
堀
江
知
己
訳

牧
会
書
簡（
テ
モ
テ
Ⅰ
・
Ⅱ
、
テ
ト
ス
）
お
よ
び
フ
ィ
レ
モ
ン

書
の
4
つ
の
書
簡
の
註
解
を
収
め
る
。
い
ず
れ
も
１
５
５
０
年

前
後
の
作
品
。
長
老
や
監
督
な
ど
初
代
教
会
の
職
制
に
関
す
る

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
読
み
解
き
は
驚
く
ほ
ど
自
由
で
興
味
深
い
。

�

◆
Ａ
５
判（
並
製
）・
定
価
４
７
３
０
円

�

◆
Ａ
５
判（
上
製
）・
定
価
６
３
８
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
定
価
６
６
０
円

8
月
号
　
生
き
る
た
め
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
2
―
―
何
に
抗
す
る
か

寄
稿
者
：
菊
地
夏
野
、
林
み
ど
り
、
大
橋
由
香
子
、
井
谷
聡
子
、
村
上

潔
／
渡
邊
さ
ゆ
り
、
金
在
源
／
田
崎
英
明
、
村
澤
真
保
呂
、
有
住
航
、

栗
田
隆
子
、
金
迅
野
、
土
井
健
司
、
好
井
裕
明
、
辻
学

● 7 月に出た本と雑誌



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
６
０
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料   

（
送
料
共
）
８
７
６
０
円
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イ
ヴ
ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
に
お
け
る
道
具
と
技
術
の
あ
り
方
―

―
コ
ン
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ル
な
道
具
と
公
正
な
環
境�　
　

安
田
智
博

恐
怖
に
抗
う
―
―
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
と�

軍
事
的
な
も
の�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
泉
空

技
術
的
多
様
性
は
い
か
に
し
て
可
能
か
？�

―
―
ユ
ク
・

ホ
イ
の
テ
ィ
ヤ
ー
ル
・
ド
・
シ
ャ
ル
ダ
ン
批
判
に
つ
い
て

�

　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
徳
仁

技
術
で
障
害
を
「
な
く
す
」
と
い
う
幻
想�

　

児
玉
真
美

そ
ん
な
こ
と
く
ら
い
に
し
か
役
に
立
ち
そ
う
も
な
い
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
―
―
知
性
（
の
新
た
な
る
）
改
善

�

　
　
　
　
　
　
　
　

入
江
公
康

●
今
月
の
『
福
音
と
世
界
』
の
特
集
は
、
イ
ヴ

ァ
ン
・
イ
リ
イ
チ
や
ポ
ー
ル
・
ヴ
ィ
リ
リ
オ
と

い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
も
つ
技
術
論
者
た

ち
の
再
評
価
を
試
み
る
「
技
術
と
の
対
話
」
で

す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
的
技
術

批
判
の
系
譜
で
無
視
し
え
な
い
位
置
を
占
め
る

の
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
リ
ュ
ー
ル
で
す
。
い
わ

ゆ
る
科
学
技
術
社
会
論
で
言
及
さ
れ
る
に
留
ま

り
、
日
本
語
圏
で
は
い
ま
ほ
と
ん
ど
読
ま
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
そ
の
存
在

は
、
戦
間
期
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
運
動
・
非
順
応

主
義
と
の
共
鳴
に
は
じ
ま
り
、
シ
チ
ュ
ア
シ
オ

ニ
ス
ト
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
接
触
や

エ
コ
ロ
ジ
ー
闘
争
へ
の
参
与
、
イ
ヴ
ァ
ン
・
イ

リ
イ
チ
と
の
直
接
的
な
影
響
関
係
な
ど
、
思
想

史
的
に
再
評
価
・
検
討
さ
れ
る
べ
き
点
に
満
ち

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
す
で
に
絶
版
と
な
っ

て
い
る
多
く
の
邦
訳
書
に
も
通
底
す
る
、
エ
リ

ュ
ー
ル
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
思
想
を
ど
の
よ
う

に
理
解
す
る
の
か
。
そ
の
意
味
で
、
九
月
刊
行

の
『
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
』
は
決
定
的

に
重
要
な
一
冊
で
す
。
諸
般
の
都
合
で
異
例
の

「
編
集
部
訳
」
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
結
果
的

に
匿
名
性
を
帯
び
、
近
年
の
「
不
可
視
委
員
会
」

さ
な
が
ら
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
っ
ぽ
さ
（
？
）
が
出

て
い
る
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
訳
文
は
可
能
な
か
ぎ
り
質
の
高
い
も
の

を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
『
福
音
と
世

界
』
九
月
号
と
合
わ
せ
て
手
に
取
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
そ
の
反
響
を
み
な
が
ら

エ
リ
ュ
ー
ル
を
さ
ら
に
再
評
価
・
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
い
う
の
は
、
わ
た
し
の
密
か
な
目
論

見
で
す
。（
堀
）

●
装
丁
家
の
桂
川
潤
さ
ん
が
七
月
五
日
に
急
逝

さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
出
版
社
か
ら
依
頼
が
殺

到
す
る
人
気
装
丁
家
で
、
小
社
も
実
に
た
く
さ

ん
の
本
を
手
が
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
現
在

の
『
福
音
と
世
界
』
も
桂
川
さ
ん
の
設
計
で
す
。

亡
く
な
る
日
の
朝
は
関
田
先
生
の
『
目
は
か
す

ま
ず
気
力
は
失
せ
ず
』
の
ラ
フ
を
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
翌
朝
訃
報
を
聞
い
た
と
き
は
信
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
最
後
の
仕

事
に
な
り
ま
し
た
。
左
は
、
彼
が
ま
だ
プ
ロ
の

装
丁
家
に
な
る
前
に
作
っ
た
『
民
衆
神
学
を
語

る
』（
小
社
刊
）
で
す
。
最
初
か
ら
抜
群
の
セ

ン
ス
で
し
た
。
ち
な
み
に
桂
川
さ
ん
は
こ
の
本

の
訳
者
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
自
装
本
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
以
来
の
長
い
付
き
合
い
を
振
り
返

り
、
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

�
�

（
小
林
）

特
集
： 

技
術
と
の
対
話


